
女川２号機における新規制基準適合に向けた取り組み状況について（２０１８年４月２６日現在）

2．安全対策工事（追加・変更）の例

• 適合性審査の過程で得られた知見・評価を設計に反映している工事の例。

1．適合性審査の状況

• 「地震・津波の審査」では、基準地震動や基準津波等に対して「概ね妥当な検討がなされている」との評価をいただくなど、審査は着実に進捗。

• 「プラント（設備）の審査」では、２０１７年１０月以降、審査が本格化してきており、建屋の健全性や地盤の液状化などの重要な論点をはじめ、各審査項目について順次説明を行っているところ。
現時点において、当社として一通りの説明を終える時期は、２０１８年７月末を予定。

２０１３年度 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 審査会合
回数

地震・津波
の審査

１１４回

プラント（設備）
の審査

▼申請（２０１３年１２月）

▼現地調査
（２０１５年１月）

（中断）

▼現地調査
（２０１６年６月）

▼現在

▼現地調査
（２０１７年１１月）

▼審査会合本格化
（２０１７年１０月～）

（２０１８年４月２６日現在）

▽一通りの説明は、
２０１８年７月末までに
終える予定

▼［東京電力柏崎刈羽６、７号機
集中審査開始（２０１５年８月～）］

別 紙

②海水ポンプ室への浸水防止壁の設置

浸水防止壁

海水ポンプ室

①防潮堤下部の地盤改良（断面図）


